
第 36 回 ファッション造形学セミナー 
「レディスパターン教室 パンツ編」 

よく分かるパンツの構造理論と制作実習 
－従来とは全く違うアプローチによるパンツの解釈－ 

 

従来の製図方法とは全く違う考え方でパンツのパターンを作成します．パンツは難しいと思っていた

人も，「これなら分かる！」と思える画期的な製図方法を紹介します． 

1 日目は，ワイド系シルエットの製図やアイロンのかけ方によるシルエットの変化，パターンの修正

方法などを解説します．また，2日目の実技では，自分のパンツを縫製して試着検討まで行い，講義で製

図したパターンを実際に履いてみて，シルエットと履き心地を確認します． 

講師は 2017 年に東京都優秀技能者（東京マイスター）を受賞されたドレスメーカー学院 特任教授の

菊地正哲氏をお迎えします． なお今回は 2日間のセミナーですが，1日目の講義のみ，オンライン参加

が可能です．ただし 2 日目の実技にも参加される場合は，両日ともに会場での対面参加が可能な方とさ

せていただきますので，ご了承ください． 

 

 

〔主 催〕一般社団法人 日本繊維製品消費科学会   

〔協 賛〕一般社団法人 日本家政学会，日本感性工学会 

 

〔日 時〕2023 年 8月 29 日（火）13：00～17：00  

8月 30 日（水）10：00～16：00 

 

〔会 場〕1日目 ハイブリット形式  

2日目 対面形式（対面参加者は両日とも） 

杉野服飾学園 本校舎 4階 1044 教室 

（東京都品川区上大崎 4-6-19） 

 

〔交通アクセス〕目黒駅[東急中央口]から徒歩約 6分   

 

〔定 員〕8月 29日(火) 100名 

8月 30 日(水)  20名 

 

 

 

〔内 容〕 

8月 29 日（火）13：00～17：00 8月 30日（水）10：00～16：00 

12：30～ 受付開始 10：00～10：10 開会・お知らせ 

13：00～13：10  開会・お知らせ 10：10～12：00 裁断 

13：10～15：00 講義・計測 12：00～13：00 昼食休憩 

(昼食は各自ご持参下さい） 

15：00～15：15  休憩 13：00～15：30 縫製 

15：15～16：30 講義・作図師範 15：30～15：45 試着検討 

16：30～17：00 試着デモンストレーション 15：45～16：00 質疑応答 

  16：00 閉会 

 

 



〔持参品〕 

1日目：製図用具一式，メジャー，カッター又は紙切りバサミ 

2日目：パンツ用生地（「中肉ウール」または「ウール混」，無地・柄は自由）， 

ベルト芯（インベルなど），ミシン糸（生地に合わせた番手とタイプ）， 

ボビン（工業用），ボビンケース（工業用），裁断バサミ（ロータリーカッター使用可）， 

その他縫製に使う用具 

※１日目は各自の股ぐりを計測するのでパンツ着用で参加ください 

 

 

〔参加費〕 

1日目のみ参加 

   会 員（学校） 7,000円，会 員（企業・団体・官公庁）10,000円，会 員（学生）2,000円 

   非会員（学校）11,000円，非会員（企業・団体・官公庁）15,000円，非会員（学生）2,200円 

  2日間通し参加 

会 員（学校）15,000円，会 員（企業・団体・官公庁）20,000円， 会 員（学生）5,000円 

   非会員（学校）22,000 円，非会員（企業・団体・官公庁）27,500円， 非会員（学生）5,500円 

※会員は不課税，非会員は税込み金額です 

 

〔申込み方法〕 参加をご希望の方は，学会 HP上の申込フォームからオンラインでお申し込みください．

http://www.shohikagaku.com/ 

 

〔参加方法〕1日目：オンライン・対面   

  1・2日目通し：対面のみ 

 

〔申込・問合せ先〕一般社団法人 日本繊維製品消費科学会事務局  

（〒530-0035 大阪市北区天満橋 2－2－7－403 アルカディーナ天満橋リバーサイド） 

          TEL: 06-6358-1441 FAX: 06-6358-1442  E-mail：shohikagaku@nifty.com   

 

 

 

ファッション造形学研究委員会 

委員長：森下あおい（滋賀県立大学） 

委 員：伊藤海織（金城学院大学），金 炅屋（信州大学），滝澤 愛(実践女子大学)，武本歩未(日本女

子大学)，平良木啓子（文化学園大学），丸田直美（共立女子大学），渡邊敬子（京都女子大学） 
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